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寄生線虫類の組織断端による虫種同定に関する研究

一Strongyloidea上科の食道内腔壁の角皮横断像の比較一

大森康正吉村裕之＊石郷岡清基

(昭和５０年１１月２７日受領）

線虫類の食道（pharynx，esophagus）には筋質性のも

のと筋質を欠く角皮性（毛細管性）のものとの２型があ

り，Secernenteaに属する線虫は前者の型の食道を有し

ている．筋質性の食道は横断像でみると３放射対称をな

し，内腔は通常Ｙ字型に閉ざされ（Fig.１)，内腔枝

(radius）の１本は腹側へ，他の２本は亜背側へ向かつ

ている．食道の内腔壁は角皮（cuticle）で覆われ，また

外周も薄い角皮(semicuticularmembrane）に覆われて

いる．内腔壁より食道の外周へ走る放射状の筋（radial

muscles，ordinaryfibers）はしばしば内腔壁の角皮の

特に肥厚した部分に集まって付着している．角皮のこの

肥厚部は特に付着点（attachmentpoint，Chitwood＆

Chitwood，1950）と称され，横断の連続切片で両端部

以外の食道全長にわたってほぼ同様の形で認められる．

従って付着点の実体は長軸に沿って食道壁内に突出した

隆起線である．このような角皮の肥厚はＹ字型に３分さ

れた各区分（Sector）で同様に現われ，雌雄による差異

は認められない．

さきに著者ら（1974）はズピニ鉤虫（Ａ"MosZollJa

azMe"巾）とアメリカ鉤虫（McaZoγαmericα"z`s）が

この付着点の形状で識別されることを報告した．本報で

はこれにひきつづき，鉤虫科の各種，腸結節虫類，その

他のStrongyloidea上科の線虫で食道内腔壁の角皮の

横断像を比較観察し，断端による虫種同定の見地より検

討を行なったので，その所見を報告する．
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材料と方法ＳＶＳ

FiglDiagramofstrongyloidsesophagus
lncrosssection

at：attachmentpoint

cle：cuticularliningofesophageallumｅｎ

ｄｄｅｇ：ductofdorsalesophagealgland

ds；dorsalsector

mf：marginalfibers

r：ｒａｄｉｕｓ

ｒｍ：radialmuscles

scm：semicuticularmembrane

svs：subventralsectors

材料：今回観察した材料はＴａｂｌｅｌに示したように

Ancylostomatidae科13種（Ancylostomatinae亜科６

種およびBunostomatinae亜科７種)，Strongylidae

科６種,Stephanuridae科１種およびTrichonematidae

科９種の計29種である．ズピニ鉤虫（Ａ・血CCJC"αJC）

とアメリカ鉤虫（zv.α'"”icα""s）は，著者らが感染者

に対し，駆虫，濾便により得た標本（10％ホルマリン水

溶液保存）の他，弘前大学，千葉大学，京都府立医科大

学，および新潟大学より提供をうけた材料を使用した．

その他のStrongyloidea上科のものは上記の大学の他，

北海道大学（獣医学部)，大阪府立大学（獣医学部)，山

形大学，岩手大学(農学部)，麻布獣医科大学，国立予防

＊現住所：金沢大学医学部医動物学教室

本研究は昭和47～48年度文部省総合研究（Ａ）Ｎｏ．

737012（代表者大鶴正満教授）および昭和50年度一

般研究（Ｃ）Ｎｏ．057033の研究補助金をうけた．

（２４）
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連続切片で観察した．染色は主にヘマトキシリン・エオ

シン染色を行なった．

成績

Ancylostomatidae科（鉤虫科）

Ancylostomatinae亜科

１．Ａ"GyJosZo"ｚａａｚｲｍｅ"αＩＣ

（ズピニ鉤虫）（Photo、１）

２．Ａ"Qy/oSZLol"αｃα"/"z"〃

（犬鉤虫）（Photo、２）

３．Ａ"QyJoSroγ"αｃｃ(y〃"ic""ｚ

（セイロン鉤虫）（PohtO3）

４．Ａ"QyJosro"Ｊａ６７ａｚｉ此"Ｓｃ

（ブラジル鉤虫）（Photo、４）

５．Ａ'zQy/oSrollzaZI(6αq/Ｍ"ｅ

（猫鉤虫）（Photo、５）

６．Ａ"QyZosZLo"zαノhｲSi"zae"Ｓｃ

（串間鉤虫)＊（Photo６）

以上の６種は大きさの差異を除けば殆んど同様の形態

で，食道壁の１区分についてみると内腔枝の先端近く

(亜先端）に半円型の付着点，それにつづく内腔枝の中

央部にやや低い丘状の肥厚部があり，全体として高，低

の波型をなしている．付着点の先端部は染色性が多少異

なり，組織的に２部分が識別され，AceIyZα'１/α"〃で

最も顕著であった．

Bunostomatinae亜科

７．ｌＷｃａＺＬｏ７ａ７"e7icα"ｲｨｓ

（アメリカ鉤虫）（Photo、７）

８．Ｂ【"zosro"z【"〃PAJe6oZLo7"”〃

（牛鉤虫）（Photo、９）

９．Bzz"oSto"zz"ﾉｚＺγigo"CCCP/zαルノ〃

（羊鉤虫）（Photo・１０）

１０．Ｇ７α"""oc⑫/jα〃Ｓｕａ７２`αr"ｓ

（Photo、１１）

１１．Ｔｅ〃αgoﾉ"Pﾉｶi"Ｓ〃zeJな

（Photo、１２）

以上の５種の付着点は大型の牙状ないしくさび型で，

先端部が凹型あるいはＶ型にくびれている．角皮は食道

膣の中心部が最も薄い．食道壁３区分の付着点は全体で

クローバーの葉状をなしている．付着点およびその他の

角皮の部分はエオシンでほぼ均一に染まり，時に中央部

がいく分濃いこともあるが，角皮の内部には特別な構造

がみられない．

ＴａｂｌｅｌＴｈｅｌｉｓｔｏｆｔｈｅｍａｔｅｒｉａｌｓ

Ancylostomatidae

Ancylostomatmaｅ

１．Ａ"QyZosro"ｚａｃ伽oｃＪｍａＪｅ

２．Ａ．ｃα"i"〃"Z

３．Ａ．ｃｅｙｍ"/α"〃

４．Ａ．ｂ７ａｚｉＪｉｅ"Sｃ

５．Ａ．Ｚ"6αeﾌﾟＭ"ｅ

６．Ａ．伽s/"zae"se

Bunostomatinae

７．Ｍ?αZZoノーα"Ze7iCα〃"Ｓ

８．ＺＶ．〃ｚｚｙａｚａＡｉｅ"s八

９．Ｂ""osroﾉ"z"ﾉｚＰﾉｶﾉe6oZo"zzｲ"ｚ

ｌＯ．Ｂ、〃igU"oC"ｈαﾙﾉﾉｚ

ｌｌ．Ｇﾉｰα"zﾉ"oc⑫/iaZ"ｓＴ'αγe`αrz(ｓ

１２．Ｔｾ〃αgo"J｣ＰｈｉｚｲＳ〃ZeJiS

l3・Ｂａｒﾊﾉ"osro"zz"〃ｓα"geri

Strongylidae

l4．Ｓ/ｌ７ｏ７７ｇｙ血ＳＣａｅ/zZaZ"ｓ

１５．s．ｅ９"z〃“

１６．s．Ｕｚｨ/ｇａ７ｉｓ

ｌ７・Ｅ９"/"!〃6iaSjP""Cz`Zi/bγｿﾞﾉﾉﾊﾟ

１８．Decr"sｉａａａａｉｒｉｃｒａ

１９．Ｃ/２０"iα"g/z（"zePisZo"zz"〃

Stephanuridae

２０．SreP/iα"【イバ(Ｓｃ/c"tα“s

Trichonematidae

２１．OCS”AagoszLoﾉﾉz【"〃αe"zaz""Z

２２．０．Ｕｅ"Z`JOSz"〃

２３．０．CCZ"'"6/α"z("Z

２４．０．γαcJiarZ"〃

２５．０．ｓｐ、

２６．Ｔｅγ"icJe"ｓｃＪｅ"zzr""r"ｓ

２７．Ｍ(ハル/α/α/Ｍ１/bｒａ

２８．Ｑ'４//o"/αかαuα"Cγａ

２９．Ｑ、γe""ｉｅｉ

衛生研究所，UniMRhodesia，およびAnimalPara‐

sitologyInstitute（Ｕ・ＳＡ.）から提供をうけたもので，

多くはホルマリン保存の虫体である．

方法：虫体は前，中，後の３部分に切断し，大型のも

のは１～５部分に切断して前後の方向を定め，肝臓(犬，

猫，家兎等のもの，１０％ホルマリン液固定保存）にはさ

み，型のごとく脱水，パラフィン包埋，４～７βで虫体

全体の連続切片を作製した．一部のものは食道部のみの ＊吉田幸雄シら(1974）：寄生虫誌，２３，１８７～200.

（２５）
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１２．ＭｃａＺｏｒ〃ziya電α肱'Ｍ （Photo、８

タヌキの腸管寄生のMcazoγ属*の鉤虫であるが，

ＭｃａＺｏｒα"zericα""ｓとは明らかに異なり,前記のＡ'2‐

QyZosZoma属のものと同様の形態で内腔枝の亜先端に半

円型の付着点，それにつづく内腔枝の中央部に丘状の肥

厚がみられる．

１３．Ｂａｒ/imosZo"Z""ＺＳα"ｇｅ７ｉ

（Photo、１３）

インドゾウの腸管寄生のものである．顕著な付着点が

みられないが，内腔枝に沿って角皮の肥厚がみられ，内

腔枝の中央部がやや薄く，くびれてみえる．

Strongylidae科（円虫科）

１４．ＳＺ７ｏ"ｇｙ〃ｓｅａe"ｒａｍＳ

（無歯円虫）（Photo、１４）

１５．＆７０"ｇｙ此Se9wi""Ｓ

（馬円虫）（Photo、１５）

１６．Ｅ９"伽'ｈａｓz(p""cwJi/bγ〃ｓ

（Photo、１７）

以上の３種の食道中央部の横断像は互によく似てお

り，内腔壁の角皮がほぼ一様に肥厚し，内腔枝の亜先端

に比較的小さい半円型ないし，くさび状の突起がみられ

る．放射状に走る筋はこの亜先端の付着点ばかりでな

く，内腔壁面全体に筋線維が付着し，およそ３，４群の

筋束が１内腔枝の壁面より放射状に走っている．角皮に

は内腔壁面と直交する方向ないし放射状に走る筋の走行

方向に条線状の構造がみられる．付着点には内腔側より

放射状に走る条線状構造がみられる．食道の前方部分

(Photo、１５）では食道径が小さくなり，内腔枝も短か

くなるが，付着点の大きさは変らないか，やや大きく顕

著となる．

１７．５t７０"ｇ)ノルＳＵｚＺＺｇａ７ｉＳ

（普通円虫）（Photo、１６）

角皮の横断像の輪郭はＡ"QyZosZoﾉﾉZα属のものと似て

内腔枝の亜先端の付着点およびそれにつづく部分の丘状

の肥厚部がみられるが，角皮内に前記のごとき条線状構

造と，角皮の層状構造がみられる．

１８．Dec7wsiaacJcZiZicZα

（Photo，１８）

半円型の付着点が内腔枝の亜先端にあり，それにつづ

く角皮の肥厚は食道膣の中心に向って厚くなり，中心部

が最も肥厚している．付着点内には点状の構造が一様に

散在してみられ，放射状をなしていない．それにつづく

角皮には内腔面と直交する方向ないし，筋線維の走行方

向に点状あるいは微小頚粒状の構造が配列している．本

種はインドゾウの大腸より採集された．

１９．Ｃ/io"/α"ｇ/"mePiSZom""ｚ

（Photo、１９）

前種とともにインドゾウの大腸より採集されたもの

で，半円型の付着点が内腔枝のほぼ中央にあり，食道壁

の１区分において両側の付着点間の距離は比較的短か

い．付着点には点状ないし微小頚粒状の構造が一様に皇散

在している．食道壁の１区分の両付着点間の角皮には層

状構造を認める他，内腔面と直交する方向の条線等はみ

られない．

Stephanuridea科

２０．５Y"/iα""γ"ｓｃＺｃ"tat"ｓ

（豚腎虫）（Photo２０）

角皮の横断像の輪郭はＡ"MoSro"'α属のものと似て

亜先端に半円型の付着点，それにつづいて丘状の肥厚部

がみられるが，付着点および丘状の肥厚部には内腔面と

直交した条線状構造がみられる．付着点の条線状構造は

明瞭な放射状をなしていない．

Trichonematidae科

２１．０２s”hagoSrom""Ｚａｅ"ZaZzl"ｚ

（豚腸結節虫）（Photo、２１）

２２．OesOPhagosZom""ｚｕｅ""JCS""ｚ

（山羊腸結節虫）（Photo、２２）

２３．OesqPhagosZom"ｍｃｏ〃"z6iα"〃"ｚ

（コロンビア腸結節虫）（Photo、２３）

24.OCS(WiagosZom""z7acJiaZ"7"

（牛腸結節虫）（Photo、２４）

以上の４種の角皮横断像は基本的によく似ている．付

着点は半円型で内腔枝の亜先端にあり，それにつづく角

皮は内腔枝の中央ないし基部寄りにわずかに肥厚がみら

れる．角皮内には全般的に微小顕粒状の構造がみられ，

付着点ではおよそ放射状に，その他の部分では内腔面と

直交する方向に配列してみえる．

２５．OesqP/iagosZomzｲｍｓｐ．

（Photo、２５）

インドネシア産カニクイザルの盲腸部寄生のものであ

る．半円型の付着点が内腔枝の亜先端にあり，内部に放

射方向に配列した微小頚粒状の構造がみられる．食道壁

の１区分の両側の付着点間の角皮は一様の厚さで，内部

には特別な構造が認められない．

＊吉田・有薗(1976）：寄生虫誌，２５（Supple）７５，で
Ａﾅｫﾉｶγoszomα〃ｚｚｙａｚａ雄"sｉｓと変る．

●

（２６）



2７

Chitwood＆Chitwood（1950）およびDeConinck

(1965）は線虫の種々な食道の形態や核の配列について

詳細に記しているが，食道内腔壁の角皮については前者

らがStrongylinaに“Ａ"CyJosro"ｚａｃ肋Ｍ２"α/ｅやＯｃ‐

SOP/jagosto7"""zae"raZ""ｚにみられるごとき付着点を

形成する一連の角皮の肥厚がみられる,,と若干触れてい

るにすぎない.著者らは今回Strongyloidea上科の８科

のうち，４科に属する29種の線虫の観察で，食道内腔壁

の角皮の横断像に種々の形態のみられることを知った．

今回の所見からは，これらの形態による群別が必ずしも

科，属の分類と一致しないが，断端による虫種の同定に

はかなり有意な特徴として利用し得るものと思われる．

観察した結果をまとめると次の５型が識別される

(Fig.２)．

Ｌ角皮に付着点がある．

Ａ・角皮内に特殊な構造がない．

ａ・付着点は大型牙状（Fig.２，ａ)．

.・・・・・・・・…・・・…．.Ｂ""osZo"zzｲﾉﾉｚｔｙｐｅ

ｂ・付着点は半円型で，内腔枝の亜先端にある

（Fig.２，ｂ）

・・・…・・・・・・・・・・・・・・・Ａ"GyJosro"ｚａｔｙｐｅ

Ｂ・付着点に点状ないし線状の構造がある．

ａ、食道壁１区分の両付着点間の角皮には特別

な構造がない（Fig.２，．)．

.…・…・・・・…・…・・・・Ｔｅγ"〃e"ｓｔｙｐｅ

ｂ・食道壁１区分の両付着点間の角皮には内腔

面と直交する点状又は線状の構造がある

（Fig.２，ｃ)．

……………･OCS”/iagosZo7""？〃ｔｙｐｅ

Ⅱ角皮に付着点を欠く（Fig.２，ｅ)．

……………………Ｑ"iZo"/αｔｙｐｅ

説明上それぞれの型にStrongyloidea上科の代表種

の名称を付した．

Ｂ`"losZo,"z`"‘ｔｙｐｅは最初McaZoγα,"e7zcα"z`ｓでみ

られたが（著者ら，1974)，同じMcaroγ属のⅣ.，ノル

ッａｚａＡ/e"sｉｓは明らかにＡ"QyJoSZo"ｚａｔｙｐｅであった．

この型はBunostomatinae亜科のＢ""osto,"",〃Ｐ/j/c‐

boroﾉ"ｗﾉ"，Ｂ，Z7igo"oc⑳/iaZzz"z，Ｇ７αγ"'"ｏｃｅＰｈａｍＳｕα‐

γＣａαr(/SおよびTBZγαgo"Wii"S,"ｅＪﾊにみられたこと

で上記の名称を付したが，同じBunostomatinae亜科

のＢａ//illzoSZol""'〃Ｓα"9℃γ／は角皮の輪郭が波型を呈

し，Ａ'2QyZosZo'"αｔｙｐｅの範鋳に入るものと考えられ

た．人体より検出されたStrongyloideaに限ればＢ'`‐

２６．Ｔｅγ"〃e"ｓｃＺｅｍｉ""Z〃ｓ

（Photo、２６）

上記のＯｓｐ・に似る．半円型の顕著な付着点が内腔

枝の亜先端にあり，点状ないし，微小頚粒状の構造が，

不規則ながらおよそ放射方向に配列するのが認められ

る．食道壁の１区分の両付着点間の角皮は一様の厚さ

で，内部には顕著な構造がみられない．

２７．ＭＭ/ｉｉａｉ`MzZc枕'α

（Photo、２７）

２８．Ｑ"//o"/αＺｒαUα"Cγα

（Photo、２８）

２９．Ｑ"iZo"ｉａ７ｅ""/α

（Photo、２９）

以上の３種はインドゾウの大腸寄生のものである．内

腔枝に付着点の様な特殊な角皮の肥厚部がみられず，食

道膣の中心部においてやや肥厚している．Ｑ、／γαZ!α"cγα

ではこの肥厚が顕著で，中央部に小突起がみられる

(Photo、２８)．内腔枝は食道の外周近くまで達し，角皮

内には特殊な構造が認められない．

総括と考察

人体からStrongyloidea上科ではＭｃａｒｏｒ（Ⅳ．

α,"e,ﾌﾟcα""s)，Ａ"Q)ﾉJostomaspp，Oesoｶﾉiagosroﾉ"z('〃

spp.，Ｔｅγ"iae"ｓ（Ｔ・ａｅ"!i""”s）およびＳｌｙ"gα'"`(ｓ

(Ｓｍ”"深"s，Ski"gi）の以上５属の成虫が検出され

ており，多くは腸管腔あるいは気管内寄生であるが，人

体組織中からも報告がある．腸結節虫類の幼虫は固有宿

主の腸壁に侵入して結節をつくり，成虫期は腸腔内に出

て生活するが,人体内では腸腔へ出ることなく,結節中で

成虫となるものがある（Anthony＆ＭｃＡｄａｍ，1972)．

Biagi，ｅＺａＺ．（1957）は剖検例でズピニ鉤虫による粘膜

下結節３例を報告し，また最近大鶴ら（1974）は同じく

剖検例で小腸粘膜下に鉤虫類似の虫体断片を報告した．

これらの虫体の断端は互によく似ていて断端による虫種

の同定は必ずしも容易でない．

先に著者ら（1974）はズピニ鉤虫とアメリカ鉤虫が食

道横断像で識別し得ることを報告した．食道は鉤虫では

虫体の前端1/8～1/10にあり，その点で組織切片中に食

道の検出される頻度は少ないようであるが，虫体は渦を

まいて組織中に入っている（大鶴ら，1974）ことがしば

しばあるようで，この場合食道部はこの渦の中央部に存

在する可能性がある．従って組織切片に虫体の断端が現

れた場合，残りのブロックについて注意深く切片を作製

すれば，食道部はかなり出現し得るものと考えられる．

（２７）
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'2"'ｗＭＥ"Ｚａｒｌ`s,Trichonematidae科のOesqPhagosZo

〃z【"ﾉｚａｅγzZarzz"２，０．ｕｅ""/Cs""z，○．ＣＯ〃ｍ６ｉａﾉzZ("z，

および０．γαcJiaz"加が入る．また後者のＴｅr"/αe"ｓ

typeにはStrongylidae科のＣ/to/z/α"gjz”"isZo"'""２．

Trichonematidae科のOCS⑫ﾉｶagosro"zzZ"ｚｓｐ.,(インド

ネシア産カニクイザル盲腸部寄生）およびＺＷ"/αe"s

cJeﾉﾉz〃`、ｓが入れられる．

人体より検出された腸結節虫類は，猿類寄生のα‐

ｓ”/iagosZo"zzJ'〃”iosZo"zz”,０．ｓr幼ﾉｶα"osZo"zz"〃var．

r"o,"αＳｉおよびＴｅγ"iae'ｚＳａｅ,"/"z`r"Ｓ（横川定ら，

1968）の他，豚寄生のOesOP/iagosro'"z`''2と考えられ

るものが報告されている（ＧｏｌｄｏｎｅＺａＬ１９６９)．今回

の腸結節虫の材料で猿寄生のＴｅγ"枕"ｓａｅ"z伽zwsお

よびOesOP/iagoSZow""zsp．と家畜寄生のOes”ﾉｶα‐

goSroﾉ""'〃αe"ZaZzJ"z，０．℃e"zuZoSzｲﾉ"，０．ＣＯルブ"6iα"zｲ"ｚ

およびＯ７ａｃＪｉａｚ""ｚとが明らかに区別されたことは興

味があった．即ち前者の猿類寄生のものはＴｅγ'Ｍｅ'ｌｓ

ｔｙｐｅの食道横断像を示したが，後者の家畜寄生のもの

ではOCsqPhagosZomz‘、typeを示していた．０．α'か

sZo"z"ﾉ〃および０．ｓZ"Aα"osZo"zzJ"ｚｖａｒ．Ｚ/io"ｚａｓｉが

どのような食道横断像を示すか興味のあるところであ

る．

Trichonematidae科のＭ`'一Ｗａｉａ./Ｍｉ:/i2γα，Ｑ"ﾉｰ

Zo"/α〃αUα"C｢αおよびＱγe""/ｇｉの３種には付着点

の様な特殊な角皮の肥厚がみられず，また角皮内に条線

状ないし点状構造もみられない．角皮の厚さの一様な蛆

虫や嶢虫のそれと似るが，角皮の厚さが比較的厚く，ま

た内腔枝が食道の外周近くまで達している点で蛆虫や嶢

虫のそれとは異なっており，これらをＱ""o"ｉαｔｙｐｅ

と称した．著者らの観察したStrongyloidea上科のも

のでは多くのものが明瞭な付着点を有しており，付着点

の存在はStrongyloidea上科の特徴の１つと考えられ

る．

結論

LStrongyloidea上科のAncylostomatidae科，

Strongylidae科，Stephanuridae科，およびTricho‐

nematidae科の４科に属する29種の食道内腔壁の角`皮

の横断像を比較し，５型を識別した（Fig.２)．

２．Ancylostomatidae科は明瞭な付着点を有し，角

皮内に特別な構造のみられないことで他の科のものと明

瞭に区別された．

３－Ancylostomatidae科は更に付着点の形態でＢル

ノJosZo"z""ｚｔｙｐｅとＡ"QyZosZo/"αｔｙｐｅが区別された．

量!硬'函

雷|稲，
Fig2Thickeningsofesophagealliningin

theSirongyloidea

a：Ｂ""osZo"zzz"ｚｔｙｐｅ

ｂ：Ａ"QyZosro"ｚａｔｙｐｅ

ｃ：OesqPhagosZo"z""ｚｔｙｐｅ

ｄ：Ｔｅγ"ｉｃＪｅ"ｓｔｙｐｅ

ｅ：Ｑ(`iZo"iαｔｙｐｅ

”osZo'"""ｚｔｙｐｅの検出でⅣ.α'"e'Tcα"z`ｓと同定し得

るであろう．Ｂｚｲ"osZo"zf`"ｚＰ/hZe6oZo"Z""ムＢ・〃ig7"‐

ｏＣ②/mZzｲﾉﾉz、Ｇ７α"Z"zoceP/iaZ"ＳＵａ花ａａＺｚｨＳおよびＴｅ￣

〃αgo"砂/i/"Ｓ〃ZeJiSはそれぞれ，牛，羊，インドゾウ

およびアナグマ*の寄生虫である．

Ａ"cvJosZo,,ｚａｔｙｐｅは観察したＡ"QyZosrOl"α属全種

およびMcaZoγ〃"ｙａｚａ肋"ｓｉＳでみられた．また前記

のごとく，Ｂａｒﾉhllzosrollw〃ｓα"geγｉもこの型の変形と

考えられる．Ａ"Qy/oSZo"zα属では人体よりＡＣ血Ｍｅ"

α/どの他，Ａ，ｃα'2z"""八Ａ、ｃｃ(ｙｍ"/cw"ｚおよびＡ

"zaZ`Uﾉα"""ｚの成虫が検出されているが，今回観察の

Ａ'zQy/osZo"zα属では全種がＡ"QyZosro'"αｔｙｐｅであ

り，Ａ・〃ｚａＺａｺﾉα"""Ｊも恐らくこの型の食道横断像を示

すものと思われる．しかし，食道断面像のみで互に種の

レベルまで識別，同定は困難である．

食道内腔壁の角皮に条線状あるいは点状構造のあるも

のは上記のＡ"QyZosZo"zαｔｙｐｅおよびＢ』`"osZo"zz`"ｚ

typeと明らかに区別される．即ちAncylostomatidae

科は角皮に特別な構造がなく，明瞭な付着点を有するこ

とで他と識別されよう．Strongylidae科，Stephanuri‐

dae科およびTrichonematidae科の多くのものでは角

皮に条線状あるいは点状構造がみられた．付着点および

食道壁の１区分の両付着点間の角皮にともに条線状ある

いは点状構造を有するものをOCS"AagosZom""ｚtype，

付着点のみに条線状ないし点状構造のみられるものを

Ｔｅγ'zicJe"ｓｔｙｐｅと区別した．OesQP/mgosZo"z""ｚｔｙｐｅ

にはStrongylidae科のＳ/γo"gyZ"ｓｅａe"rα”s,Ｓ･e9z`i￣

"皿s、Ｓ、ｕ"Zgα〃s，Ｅ９"i""γ6iasip""cwZi/bγ"zzrsおよ

びＤＣＣ,wsiaaCMZicra，Stephanuridae科の＆幼Aα‐

＊斉藤・福本(1975）：寄生虫誌，２７，２７０～274.

（２８）
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４．Strongylidae科，Stephanuridae科（S/"んα‐

'2脚ｒａｓａｅ"zaz"s）およびＭ`Ｍ伽α，Ｑ"iZo"iα以外の

Trichonematidae科では角皮内に線状又は点状の構造

がみられた．

５．Ｍ`励滅α／Ｍ２/とrα，Ｑ"iJo"ｉａＺγαuα"cγαお

よびＱ花""ieiでは食道内腔壁の角皮の肥厚がみられ

るが，角皮内には特別な構造はなく，また付着点を欠い

ていた．

６．人体検出のStrongyloidsに限れば，Ⅳ.α,"どγi‐

cα"“は食道内腔壁の角皮の横断像で他と識別される．

Ａ"Mosro,,!α属では相互の識別は困難であった．腸結

節虫類は今回の材料では猿類寄生のものと家畜寄生のも

のとが互に識別された．

（本研究の一部は昭和49年第43回日本寄生虫学会総会

(大阪府)及び昭和49年第２１回日本寄生虫学会北日本支部

大会（十和田市）において報告した．なお本研究の貴重

な材料を提供下さった山口富雄，大鶴正満，横川宗雄，

吉田幸雄，野田亮二，大林正士の各教授，佐野基人，斉

藤奨，大島寛一，村田義彦の各助教授，小山力博士，

ＤｒＪ、MGoldsmidおよびＤｒ．Ｈ，Herlich(順不同）

に謝意を表するとともに，本論文のご校閲をいただいた

主任鈴木俊夫教授および不明種について同定いただいた

大林正士教授に感謝致します.）
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; Abstract !

COMPARATIVE STUDIES ON THE CUTICULAR LINING OF ESOPHAGEAL

LUMEM OF STRONGYLOIDEA (STRONGYLINA ; NEMATODA)

IN CROSS SECTIONS

Yasumasa OHMORI, Hiroyuki YOSHIMURA* and Seiki ISHIGOOKA

[Department of Parasitology, School of Medicine,

Akita University, Akita, Japan)

Five types of esophageal cuticular lining(Fig. 2) were recognized from the studies of 29

species belonging to 4 of 8 families of superfamily Strongyloidea. Ancylostomatidae were

clearly distinguished from other strongyloids by the characteristic feature of esophageal lining

which was almost homogeneous and usually had a pair of attachment points of radial muscles

in a sector. There were 2 types of esophageal lining in Ancylostomatidae, one of which

represented by Necator americanus (Fig. 2, a ; Photo. 7) had a pair of large hooklike or

wedge-shaped attachment points (Bunostomum type) and the other seen in Ancylostoma spp.

(Fig. 2, b ; Photo. 1-6) had a pair of smaller semicircular submarginal attachment points at

each radius of esophageal lumen (Ancylostoma type). The former type was seen in Bunosto-

matinae except for Necator miyazakiensis and Bathmostomum sangeri and the latter was found

in Ancylostomatinae and Necator miyazakiensis. Bathmostomum sangeri was considered to be

of modified Ancylostoma type, the outline of cuticular lining was as wavy as was seen in

Ancylostoma spp.

Striations or dotted line-like structures were usually seen in the attachment points and

other part of the cuticular lining in Strongylidae, Stephanuridae and Trichonematidae except

for Murshidia falcifera, Quilonia travancra and Q. renniei. Though no remarkable thickenings

were found in Murshidia falcifera, Quilonia travancra and Q. renniei, most of the Strongy

loidea may have thickenings of esophageal lining such as the attachment points.

Restricting to the nematodes recorded from human body, Necator americanus may clearly

be distinguished from other strongyloids by its Bunostomum type of the cuticular lining (Fig.

2, a). However, in Ancylostoma spp. morphological features of the lining were almost similar

in cross sections and it may be difficult to discriminate them from each other. Simian nodular

worms (Ternidens deminutus and Oesophagostomum sp.) (Photos. 25, 26) were separable from

other oesophagostomes of livestocks (Photos. 21-24). The formers had neither striated nor

dotted structures in the lining between both attachment points of the sector, while the latters

had transversely dotted structures in the same regions.

* Present address: Department of Parasitology, School of Medicine, Kanazawa University,

Kanazawa, Japan.
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